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第8[司 住教育フォーラムの記録
illl' 財)11む総合研究!日i吋 11教庁長11会

テーマ遊び場の住まいまちづくり学習

一冒険遊び場プレーパークー

EI Ihi i9951fS月2IJ (金) 午後 6時~午後 911寺

二A氏明-H'. 、守則郎会談窓

. o(lj 演 氏野秀l!I{ l~ 

Fljl 来拙 1¥; 

・コ「ィトト熊本大~'1' 工学部数段 住総州地脊委員会委員長 延藤主弘

11 * jf( ~'{:-;.+f 太学教育下部教授 札総問団ηを員会委員 小津紀美子

・71γ'Jトト rl~λや I{ij 主主剖1Mr " *1'" YJ 
筑波K37附属小字校教員ilJ 11 Ill]閃万照子

・記録 跡見学描|女子大学短期大学吉11.11))教授" 加藤仁美

・参加J.If 建築系・教育系などの研究者・実務持、佐びに太宇品~~t .学生、

まちづくりなと守白活動家、関心のおる ì~ W.åOJ1iなど 32名

次回予告は裏表紙に

-この「住・まちづくりフォ…ラムかわら紋Jは、判教育フォ ラムの開催記録を仮に

まとめたものです。将米、何闘かのフォーラムの成*と、持委員の皆さんによる研究

論文を合わせて、潜籍として刊行する予定ですので、ご期待|さL、。

・また、次回!フォーラムの案内状も兼ねています。長表紙をご覧下さい。

-表紙デザイン、畏表紙カット!こ阿部万里子

・編集・文寅二事務局 l瑠宮昭郎、小官寿美子、平井なか
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プレーパークのことを最初に簡単に言うと、元々住民

0)視が、我が子がi控ぷ様 Fを自分のtfの休験となぞらえ
た時、ちょっとおかしいんじゃないか、 131分の"J'!と随分

違うと疑問長持った、というところからスタートしてい

るのです。ヨーロッパの「冒険遊び場」のことを知り、

総たちが、こういうような遊び坊を自分たちの子でつく

っていこうというところから始まったものです。

j 979:1ド、同際)lt!.並iJの11:_1，こ、それま Cやられていた住

民たちの遊び場づくりの取り組みを、 f立出谷区がj采JIJし
て、国際児京年の記念事業として誕生したのが羽桜木プ

レ パークなのです。しかし、役所というのは、何か起

こった時の責任問題をすごく気にする所です。行政の Ij

が直接連常を担当してしまうと、その辺の!llJ.rmが出てく
るだろうということで、それまでの自分たちの体験から、

場所と資金の苗iについては行政が持ち、運営そのものは

日況が武任を持って行うという)f;を作り iげていったの
ですu 今|吐日l谷区内には 3カJViプレーパークがあります

が、すべてがそういう形でやられています。

プレーパークは、資総制のプレーパークを支える会、

「羽恨木プレーパークの会.1 I世間谷プレーパークの会」

r lliiU沢はらっぱプレーパークの会」という 3つの組織と、
それぞれの地域iI民によって椛成されています。ただプ

レ パークは、会員でなければ使えないというものでは

なく、これらは、支援しますよという人たちの会です。

1年に i回、総会を開きそこで世話人というのを遊びま

ず。その IH話人が月に II虫、世話人会というのを担れ、て、

プレーパークのjiliBSに出してはほぼ100%決定していくと
いう形をとっています。もちろんパーク内で起こったこ

とについても、その世話人会が対処に当たります。

もう 1つプレーパークで特徴的なことは、プレーリー

ダーというのを置いている点です。プレーリーダーとい

うのは、先ほどの「遊びの環境デザイナ-Jという側面l
を今でももちろん持っていますが、それよりももっと多

様な役対を担っているとι川、ます控びの現場に常にい
て、子どもの遊びと付き合う役1.'1.1を持っているような人

間として自己留されています。今それぞれの遊び場に 2人

ずつ有給のスタッフとしています r，こから話題!ーのできる
人間ということですが、きちんと職業として成り立って

いるかというと、まだなかなかそこまではいっていない。

もらっているお金というのも、ボランティ 71こもが生え

たくらい、最低必袈限度くらいですが、その意志の非 l品

に強い青年たちが、 「お金のmlJJriじゃないよ j というと
ころでかかわっています。そういうのが 2人ずつ、 3カ

i9i-で品名おります。そのプレーリ ダ とlItifl~ 人が )J に

i山 i世話人会を出iき、その中でいろいろ検討しながりプ
レーパークを進めている、というやり方をとっています。

役所で事業を!l!'当しているのは日己主謀で、同までたど
っていくと P，i.lj符です η もう jつ大事なかかわり告持っ

ているのが、 i也ミiーである公闘で、これは処 i没省です。こ
の 2つがプレ パ クに直接的にかかわっています。児

童諜は、プレーパークを世話人が責任を持ってやってい

る分には、何も言わないわけです。利害iむ係をどこと
番持っかというと、やはり公陣H，*です。都市公障11.去とい
う法律があって、その都市公閣法からみで考えると、プ

レーパークというのは…休どのポ j ションにいくのかと

いうのは、 'M~ に話題をふりまいてきました。そのほにつ

いては、 i世十11j子慌の公民1記長の人は、常に ifしい立場を必
られていた ilJiiE刊があるのですが、そういうことなども

含めて、今日は考えていきたいと j品います。

遊びの環境デザイナーという悦点から、プレーリーダ

ーというか、プレーパ…クとのかかわりを詰る部分が]

つあるわけですが、もう lつは l子どもの遊びって純だ l
というところからも、もちろん出せるわけですハ遊びと

いうのは何だ、というところが前提にないと、イ可のため

にデザインをするのかというところが出てこないはずな

ので、本行はその部分をやりたいと思うので1
遊びにはいろいろな張ボがあるので、これだけではな

いの Cすが、 iつ、はっきりと押さえておいた jJがいい
と思うのは、遊びというのは裂ではないというニとですり

fどものjjJiびを引で計ろうとすると、とんでもないi出港
いを起こしま j-"ここでは I[ども j というふうにつけ

るのをやめて、 1)遊びjというふうにしましょう 3 遊び

を形で計ろうとすると、とても述うことが起こってくる。

僕は、今まですごく失敗したなと思うことがあって、

それが僕にとってすごく太きな教訓になっているのですの

次よtをi，rれ亡くるごもなく、 ト校!I!jにいつもう/ドセ
んを背負ったままプレーパークにJillって来る fがいたの
です 耐の 11も嵐山 11も、 11.1も欠かさず 11jU在るので

寸。戸をかけても返引もしてくれないけれど、ずっと小

h!の前に立って中をはているのですり i業は34になって、
ある時 fよく *6tJ.Jみたいなところかられし出して、3
初めて会音古らしい会誌がそこで交わせたわけです。僕は、
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4ごくそれが践しくて{そんなに動物が向きだフた打、
動物 j，f，をやってみないか という給与をしたのです

ブレ…ノごークには、 fども("!助物併なんてし、う U)i:t 1 
人もいないのですが、その jがほかのことには興味を小

さず、動物にだけ興味を析しているわけで、その fの 111

界がそこヵ、ら Mか開けなし、だろうか、と L、うのが!l'i0) '1' 
にあったのです その fは iえっ jといつような朗をし
て、も1ト1から来なくなってしまったので寸。
そのことが、いつも試にかかっていたので寸か、 |あ

っ!と思い吋たったわけです 動物係という止ころから、

彼l立 体的をイメ ジしたのだろうか。例行為'iillという
ふうなものととらえたとすれば、 fljj[Jも fljj後 11も、 1JJU 

ここに米て担14やらなければいけないと jどったかもしれ

ないの彼のそれまでのね均というのは、恥たいから来て

いた。判l起きて、 |今 11も古'ってみよう}みたいな感じ
で米ていたわけですのところが、そういうことを計われ

たことで、町j11もA(なければいけないという気持がわい

たとすると、これはf1: '1すの領域に入ってくる。
1ftるではてしまうと、 jJJI!米ればいいというような行
九は、係をやろうと過去びであろうと、それまでのその f

にとっては変わらないんだけれど、 !T!iJ織がWzわってくる

わけです。動機が変わると、同じ行為でも政びだったり、

遊びじゃなかったりするわけで、そのことを丸つかなか

った自分に対して、しまったなと思った 11¥来ヨLだったの

です。その fの一番の柴しみ、ひょっとしたら恥 の楽
しみを奪っちゃったとしたら、その子に対する犯3Pに近
いなというえもしてしまったわけです 1 それ以来、侠は

そういうことを常に%をつけるようにしています。

例えば、 fiJjIによ控びというのがあります η お千 1とか、
ケン E、おはじき、あや取りとかがあります。あれは、

ある~!とのノし んがあって)"り江っていると弐えば怖か

にそうですが、あのんーんは普越であるとは限らないわ

けです。こうやって遊ばねばならぬというのはないのだ

けれども、大人が伝j-f'(iQtびというふうに決めると、どう

もこうやって遊ぶもの、という伝え:むをしがちです。例

えばEl;本ケン E協会みたいなものがあって、そこでケン

1、のt主に関して、ここまでできたら何段とか、ニのJ支が
できたらすごいんだとかということで、認定市まで11¥し

ているわけです U 侠は、あれを競技として大人がきちん

とやっているのなら、士然!HJJmはないと思うのです J で
も、それを子どもの遊ひだというふうに思ってしまフと、

子どもの遊びはl!fIi;(にスポイノレされていく内イiiJができた

ら何段だというような決め方は、決してケン 1，の遊びブJ

の本筋ではないはずなので手 。ケンゴの遊び方の本筋と

いうのは、ひょ勺としたらみんなで持ち寄ったケンを集

めて、並べて、 i長転がして倒すことかもしれないので

す c それもi控びのw界ではありなんですt
それを、ケン五というのは、こういうふうに使うもの

なんだよとか、ウン正にはこういう技があるんだという

ことで、その難易j主を大人が，nってFt1立をうえるとすれ

Aプレーパークを紹介したビデオも上映

1;(、これは切らかに続技なωで手:iiJi主}江告は、さり 11¥
rわけでしょう fi九そのもの些来しむというの止は、
またレ〆ミノレが企わ〉亡くるわけとす 1勺/1" ()~: l、う 0)

は、こうやっ cJtlぶものだよ|という引をそこではすご
く11日組にしているわけだけれども、それがiliどぴむある円

いうふうに，-jt、切ってしまうことはよ変危険なこと fみわ

けです{けれども、そういうふうに助述いしている太人

がたくさんいて、例えば fどもの遊び防だとか、 そづい

うものも! (-どもの滋びというものはこういうものだ|

みたいな悦fから人っていって、そこからのぬ〉くりだ
とかjiIJ;二 b、正いうこ正安行ぇょっと寸ると、 こ:jL f) k <:? 
なi出迷いが起こってくるわけでヰハ
滋び1;[、本、河に)巨号変えていくし、いろし、ろな条 1'1に

よっていくらでも変え Lつれるわけです 2人ごやる刊の

遊び(-、 5人とやる時の遊び止、 10人でやる叫の遊びと、

同じ遊びでもどんどんノレーんが変わっていくわけですl

内附が同じ JJ，i介と、県1]怖が人、ている均合とか、幼児

が入っている均イ?とか、これでも令書長ノレ←ノレが変わって

くるわけ Cす。そういうような£軟性があるか"こそ、

いろいろな子どもたちが 絡になってかかわれるうれ忠が

件まれてくるわけだけれども、引に入れてしまうと、そ

れ以外のおは受け入れられなくなってくるわけです。

H;い例 I;IFどもたちの好球です。野球をやろうかとい

う持、人数が足りない。慌たちの肢は、理t球をやろうか

というと、やりたい奴だけで、それだけの人数でやフと

いたわけです。それが、今は人数が足りない、 9人いな

いと野球はできないということになるハこれは、産自技と

しての:I!f球でしょうの次にU:¥てくるのが、場所がないと
ーごさなし、と、そオL1;1:クーラウンドUコょうえよん日J9rカ〈ずよし、とで

きないというわけですの僕たちが野球をやろうかといっ

た持、 Fに持っているのは市 fだったりするハ 1ド子をど
うするかというと、市子をまるめて、ガムテ プでゲノレ

グんと惑いてボーノレを作る。それが、今は Fーノレがない
とかし、ろいろIJ:¥てくるわけです。

子どもたちの遊びがどんどん競技化されていく，ル

んというのも、全関統 の公式戦のノレーノレにみんななっ

ちゃう。虫fJj，のノレ ノレというと、 3アウト・チェンジと
か、幼児だから 3娠してもあと 2球おまけとかはないわ

けで、ノレーノレはノレーノレ、人によって変わらないとか、状

況に止、じて変化はしない。これは大変h引い訟でしょう}
λ;変凶いお z活というのが、実際に子どもたちの遊び心'1'
を、今いろいろなJI"で被い尽くしてきている{
お闘い誌に総対的に jll車をかけていると思うのは、し

ょっちゅう言われている偏差値です〕これは、子どもた

ちの能力をある断出で、はっきり序列化していく、山 Ja
イヒしていくわけで、それに対して fとーもたちは心情を"

えないわけです。 80山の止1数をとった者と、 40山の ll-，数
をとった者と、 2人並べて「さあ、どっちの fがUJ1がい
L 川と聞いたら、すべての人聞が80点の )jをmすわけで、
80点と40点の務若というのは、切らかなわけです(それ
は、全1"1各地どこへ行っても、そういう形で序列が進ん
でいるから iiJ能になることでしょうの裂ではないという

ところから人ってきているのだけれど、他えj、jI十の中で

どんどん進行しようとしているのは、この主"をどうやっ

て作るかとか、このンステムにどうやって吋てはめてい

こうかとカ¥序列化をどうやって不公平な}I:でなく進め

ていくかとか、そういう形になっているわけごしぶうの

そのために企図統 の試験がやられたり寸るつ

でも、それはもう片方でものすごい坊剖Iをヨんでいる U

1}IJえば、 !桜はいつ咲きますか i に、北海道的人は 1-5 

月 i、沖制止の人は r2 JI Jというふうにt，えるのが詰政
だと思うのだけれど、答案用紙にそれぞれのことを書い

たら、 1王鮪Fがなくなってしまう。空写案JIJ紙にiしをつけて
在数化するためには、すべての答えを統 化しなければ



いけない。 だから全IJ4JtJーのルーんが、統 のノレーんが
必斐になってくるハさっきの WJ'j，^をやろうといったら、

競技になっちゃうのと似たようなものだと J思います。

オリンピックをみんなi'y.かれ亡ワイワイはているけれ

ど、オリンピソク ω:w必というのも k主なもの亡す あ
のノレーノレでないとその続技でむいということが、 i駐ぴの

'1'まで入り込んでくると、取しめなくなるというか、カ

チンカデ/になっちゃうマその辺のところをJi-Jiで、危
険性止して押さえないと、 子どもの 111伴が.!LJ 化されて

いってしまうハその結県として、いろいろな状況や椛成

主主slの変化に応;じて、 fどもがれ 111れ{Uこル ノレを編み
出していくというような能力が、次第に却なわれていく。

それは、坊の [gjituもIhlじだなと lむっている。大体、 i並
び上誌というのはつくられたら変わらないりやはり、その

遊び場の型を維持するわけで寸}大体、コンクリートと

か鉄とか、そういう Jミ材でつくっていますから。けれど

も、本当だったら、 fどものJl{jびが状泌に比、じて変化す

るように、 i控び場そのものも変化していく必要があるの
ではないか、というふうに思っているのです。

プレ ノ守 クは、そういうjS味では完成された場所で
はない、完成されることが本速にあり得ない。 11:1-'. iiiJの
プレ パ クと、今あるプレーパークで、同じ遊具もあ

るけれど、 i主うJIi1:J::tもある。;揺するに、場自体が常に拶
り変わっていくということもあるし、そこを支えていく

人たちのやり方や、ちょっとした考え方の迷いでも、場

は移り変わっていくわけです。場というのは、やはり表

現の場であるわけです。仰のための場であるかというと、

遊びの表現のための場であって、そこで遊ばせてもらう

ための場であってはならないはずなのです。主主するに、

遊びたいと思う人l聞が、表現できるだけの、それだけの
キャパシティを持っていなければならない。

J映したビデオに11¥てきた竹トンボおじさんは、羽だ

け飛んでいくような竹トンボを100m以上飛ばします。そ
ういうような大人にとっても遊びが、 |分現能できると

いうか、楽しめる場になっている。それを許容できるよ

うな場を、どうやっていったらつくれるんだろうかとい

うのが、 番大事なんじゃないかという気がするのです。

やはり僕は、i!Iび場づくりというのは人づくり、とい

うふうに思っている。環境デザインということ、もちろ

ん具体的に子どもたちの遊び心を刺激する要素というの

はいくつもあって、そういうものを迎j立に、どこかに泣

いておくというのは思いことじゃないと思うけれども、

使うか使わないかは明らかに子どもの臼出なわけです。

大事なのは、そういうものを却怖させることができるか

どうか、社会的な司容世があるかどうか。 だからここま

でくると、人閣の問題だと思うのですり 自転車が何台も

ある。それを分解して新しい針転車をflっていく、なん

ていうのは子どもは大好きでよくやるんだけれども、使

える自転車を分解して新しい自転車を作る、なんていう

ことは許せない、というような人も中にはいるわけです。

2台つぶして 1台作るということになれば、 lfT減るわ

けですから、もったいないと言えば確かにもったいないc

禁止をするのではなくて、どういうやり万があるのか、

とし、うことであればま fこL、し、わけだけれども、躍するに

その行為自体がL、かん、という話があったりもする J

もっと言うと、例えば子どもが水を流して水遊びなん

かをしていると、水がもったいないからやめろ、という

戸がいつも出てくるわけです。もったいないという人の

気持もわからないではないけれども、そういう戸が強ま

ってくれば、子どもはノkという素材があっても、;)(遊び
はできなくなるのそうすると、何が撒備されているかが

問題なのではなくて、根本的には、子どもの遊びをどう

いう税点で見ていこうとするのか、というような人の悦

線というか、視点の1iが、ずっと問題なわけです。

その辺のところを、僕らはj'どもたちとやり合いなが

ら、どういうふうに議いていこうとしているのか。そこ

が、悦に言わせると hJ: も 7 ザイ/の上で 1;\ ィ、 iîJ 欠の!~ ;{~ 

というか、デザインをする以 l仰のベーンソクな)iiJ泌なの

かもしれないけれど、ノド々と説く¥"HlJLu t:ごと思うのですο
l止も子どもの遊びをや1'ばしていくために i1'(:'}2"な:t51'1とい
うのは、やはり人的な人の環境みたいな bのを、どう整

えていくのか、というようなところだろうと思っていて、

そのために自分たちは一体何ができるんだろうか、とい

う辺りのことをいつも諜題にしているわけです。

資料の 1'-iU険遊び場の中の安全j には、子どもにとっ
て安全とか討険というのは、 体どういうことなのかと

いうことを訂いています。今の公闘というのは、安全対

策という討紫を使っているけれども、子どもが遊ぶため

の安全対液というよりも、責任をIf-lJわれないための安全

対立z、と百ったJJが適切なのではないかということです
遊ぶためにつくられるぬ所という百い万からすると、武

妊を/111ねれないための安全対策を講じているとすれば、
これは本末転倒としか言いようがないということですο

自分の責任で自 IHに遊ぶということを渇げてやってき
て、ある吋羽総本公i羽の別の)J;}Orで起こったm放につい
て、所長がおYL担[，いに行った1I1jに、おかあさんが川、い
んごすよ、うちの子のlT任ですから lとよzってくれた。

そんなことは、公開の投訴の中で初め亡だったわけです。

所長は、 [プレ ノ子 クのことが恨づいてきているのか

もしれないね」と言ってくれたので、伎は廿ごく鰐しか

った。自分の責任で自由に遊ぶというのは、役所は詰え

ないわけだけれど、村氏ならさえるわけでしょう。十l'1'"' 
なら言えることを、住民たちにとんどん言わせる。責任

追及といった問践ではなく、自分たちの仕活課題として、

自分たちが見直していこうという機述を引っといくこと

は、公邸内体をもっと使いやすくしていくことにつなが

るのではないかと思っているのですの

公 1羽 ~m とは、プレーパークはしょっちゅうぶつかると
いう誌をしたけれども、プレーパークが本当にやらんと

することを進めていけば、 fU'実に公協の五に中jが務ちて

くると伐はjAっていて、 「公陣!のためにもなるんだから、
プレ パークに好きなことをやらせて l というふうに言

っているのですハ

A当日配布された資料 5 



目、は、$!i多r.で川，[11をはじ ;山
めてからまだ 11¥くらいてヰ¥J白山道i

組、たちが公民iを鉛めた時には、醗糊
もう寸でにプレーパークがあ l駅間主
コて、メンパ の'1'の何人も 託湾設;ー

が、プレーパークで実際にjQ[ ::~::;;::\; 

んだことがあうて、し、し、なと

思いながらも:何でたき火を

しにわざわざ IIJ川将まで行くの|という宗本iなMPiJ与を訪
っていたので"" '1土手るに、測が j~l!，れて行ってくれなけ

ればプレーパ クま Cfiけない止いう状態は、子どもが
わきたいからぶらっとわくという対日ではないのです o

k人の都合に介わせて子どもは 1'1 Ul j を求めて jhl;びに
じくという妙な状態があるわけですっそのiUのディレン

マに悩まされていたのが、村、た 1)U)状1)¥1，jこと jι うのむ寸 .. 
くさっぱら公WIは、はっきり"って fどものノミラダイ
スではないですハ担、たちが今 Jiえていることとしては、

くさっぱら必凶では子どもは下役ではないです。 子ども

の;18-びということは、メインにはない。

今までよ並びだと札1っていたものが、ある 11.¥、品，11JJl.化し

ちゃうと、パッと遊びじゃなくなっちゃう。楽しさが汗i
えちゃう。これは、子どもだけじゃな〈亡大人もそうだ

と思うのです。私たちは、 ji)Y! f 今 )J のくさっぱじら公 ~LIJ 
というのを出しているのですが、これを告くのが楽しく

てやっているわけです。ところが、これが~~Jij務になると、

突然仕事になっちゃうんですっいずれにせよ、殺からも

お金ももらってなくて、私士ちが好きでやっているとい

う気持告訴Jr干しないと、これは遊びじゃなく芯る。維持
しようというと、ちょっと版制11幌市な泌びになっちゃ
んですけれども、裂するにド!分が楽しくなくなっ

たら、いつ時めてもいいというスタンスを、し

紋けていたいと私¥-';J'.-l;旦っているのです。

くさっぱ必吟出!というのは、天野さんたちのよラ

肢と bでのプレ パ日夕ではないけれども、公開を

たり、っくり続けていくことが大人の遊びなんじゃな

いかな、ととらえているのです】原っぱで泥んこ遊びを

することも楽しいかもしれないけれど、もう少し社会的

にインパクトがあることをやることが、夫人の持ってい

る力を発何できる政びなんじゃないかとり{タ!え1;1'、1'1分
の考えが行政に通るとか、実際に公泌ができちゃうとか、

そのこと自体を遊ばないと、日 IJIを維持するための廿お
というのが発tlしてきちゃうような気がしています。

くさっぱら公民は、大旺!阪にありま TQ羽恨木は、大
きな公 l~fIの '1' の 古1Iという形になってい。のですが、く
さっぱら公開はし 300，ずという小さな公民|です(図 1)。だ

から、より多くの子どもが目立かれている札 tだに、 itiいと
ι付、ます。プレ パークとfパのi皇いがあるとしたら
|ここでは向山よ j というものを拘るんじゃなくて、前

i!ilの公開司を、考え )j次第で 1'1HIな

空間にどうしたら変えていけるか

という、ゲリラ的な試みではない

かと思っています(図 2)。スライ

ドでお訟を進めたいとたII、ます【

Iffi ，2， 11¥まし允η[プレハ
クって知j-'，て L、ます刀、川 (L~ 11¥1 
いたら彼は旬iコていと 1あん

なも U) ども L寸、 0)刀、な J ch 

正川ぺ fこf:) ! l、し、λでサよ

と"フてくれた 0)-c '~-，七ill1
0)イメ←:-'T何jめて 0)人/:，;/i 

をする正いうよ主主 I:{:-c Lt、プレ
ーパークのむイtが太変 iこ役に江ちました 彼と i丘';'If;，，(品

事♂し亡、二 0)人c':Lt 品目るんじ引ないか，I.!~， __) t~ U)亡、

Aは打、は、 !やろう!と次め、何人かの1'1'1叫に lli?ーかけ
て、その 11の 3ちに 20人〈らい集め ιーした。

まだ予定J自のう%に|ともかく qll.こ人って ii1lぱせと
という訴をし犬のてす それは寸ごく民伊jなことて、税

"るに !i'-~llll "9"心人のいない!引に!出]に人る止いうの 11..)1 

'，\i~ に無理な、 fJ 政の ql ではなかなかできないことだヲた

のです。でもt吉本さんは、そのサクに縫 )'1さのド升そイj

けてくれて、 |ここから人るならいいよ という =iに
なったのです。でも鎚は、 1 !illぐらいしか(史いませんで

した。 払川、みんなすき刊から人って逝び;1-し !c，その

場所で遊びながら、ここがどういう均出になづて欲しい

かということを仲間で考えました。 1ft述、公泌をつくっ
たりするワークショップなどがありますね

この問、 '1協の人たちに呼ばれて訟をじたのですが、
'1協の人たちは、まーらづくりのことをや η 亡いて、ワー
クンョップをしていました。みんながどういう公泌が欲

しいか説去をしている。 Ilfの小では昔辿そういうふうに

やるんだなと思ったのですが、私たちはそういうことは

しなかった、円分はやJがDXしいか、ということをここで
えるというこ正を七ました。モこがi主うとその叫主Lが
ついたのです f 人はどうかということよりも、本斗に 11

分はヰ活の rllでやiが欲しいのか、というのは改めて巧え

ないとわからないし、みんなが欲しいものを作ろうとい

うのは、行数とか企業の発 f切だとえ~，うのです。だから、

むしろモういう発怨はしなくて良かったのかなとも盟、い

ました。

1'A地で 1Jl畳間のお祭りをしました。お祭りの時のみ
という iVI限付きで;l'f日Jをもらって、 「誰かがいつもいま

dトりで

すよ|という形で、う?を作りましたの構築物は作ったら

危険という、どこにでもある山論で、なかなか判らせて

もらえないのですが、あえて刊りました( こういう公泌

ができたらし山、なというイメージを悩いて張ったり、立

ilri日に行政との訴をする会もしました。その i組問の祭
りは、いろんな人が求心 η 祭りというと何かイベントを

しているイメーンですが、そうではなくて i遊間そこに

は人がし、るということで、おばあちゃんも米て 1活をするに

安するに、 Jょたちのj由J" ごは、こうやっと人の底iが見え
る関係は今までなかったのです。それが、ここに jJ互開

}j!f紙じけることで、やっとちょっと
はえてきたかなというのが、この

日干の良かったことです(図 3)， 

私たちは、企州Piというのをfi
りました。あとになって、公倒諜

の鈴木さんが;あの'12出1，与がよか

ったよ」ということ告"っていま

したじ役所という機怖の 1-1'では共

通 1=1計?として、こうしてください

という手紙ではなくて、全体を考

えた企西部があったことは、その

大lHlXの池 I線の Fお同Jという
月fにありますのうちのすぐそばな

のですが、本選のアパー lがflJ.y休
されて、突然 l大1111'><，公閣法、公

臣j予定地立入禁ILJという."似が
iれました。 1針通の公関になっち

ゃうのはつまらないな|という気

持ちで、公国fi*白人に jU話をした

のが発端です。電話に出たのが火

山区公開採の鈴木さんという方で8 その時の電話でプレーバークの話
ーへノレー~ーノ

E官千中期嘉吉ん
j誌になった行政マンにとってよか

ったのだと思います。住民の)Jで

も、 mになりでき上がったことで、
すごくん気になりました v



図 1 現在のくさっぱら公園

これも大人の遊びの一陣だと}tJ，うのです n分たちの考
えを、ああだこうだと川っている段階だと、たくさんの

人がかかわるコそうする J、そのお白いの行えがX'luす
ることが巧然ながらあります でも、それをれいたもの

にして、みんなで絞っていくということは、 n分たちの
考えを煮¥l/iめていくことになるわけで、それができたと
いうことは、みんなも達成感があってよかったんじゃな

いかと旦H、ます。

工事が始まり、平は l主なくなりました。 3つの柱を

その企Uhj者手であげました。]つは、このエリアに小さな

自棋をかこしたいということ。もう iつは、プレーバJ甲子

でもうたっている訣dがない場所であるという亡と。そ

れは、仰をやってもし功、ということではなくて、自分の

頭で考えて判断する場所。それさえも \\~-jffi はなくて、余

計なお位誌の I何々告してはいけません jという看板が

立っています。それはなしにしようということが 2つ日

です。 3つけは、この公i却には完成はないんだ、っくり

続ける公器jなんだということをうたいました《

実をいうと、その 3つ 11というのは、公凶ぷとデザイ

ンをする人とのやり取りというのが 筋縄ではいかなく

て、 11分たちの思ったイメージを伝え切らなかったり、

いろいろありました。変えるということについて、だん

だんそのウエートがi止初の 2つよりもずっと大きいとい

うことが、やりながらわかってきました。

そして、 くさっI!ら去と制はImWlしましたの くさっliら
公闘という名前をつけてよかったなと思ったんですが、

草が生えなかったのです y でも、令!となくくさっぱら公

E書z 道具小屋にはられたメッセージ

闘だから車を 'jゃそうといっ主L持になりますハ

よく公胎i内のJI似に fサッカー遊びはしないでくださ
い I i 花火はやめてくださいj とJい、てありますが、く
さっぱら公協のは1'1いんです。 1'1いけれどあるんです久

これも鈴本さんの昨肉の策じゃないかと私は思うのです

けれどc 取りあえず作った。 Iでも、 i 中さん、必かな
いからさ lと，;うんですハそれはいいやと思ったλ ごす η

初めは、プレーパークのことを旬卜3ているから、

はn分の，'，1fでi控ぷ場所です lみたいなことえ会内くのか
なと、みんな何とな(，!gっていたコだけど、やっている

うちに、それさえも iiJくのはやめようかという込持にな

ったのです。よく{吋々しちゃいけませんという石阪のい

ちばんAl:後に、 I i中Hくi些びましょう j とJ甘いてありま
すが、余計なお LIf:，活だなと、ムッとくるでしょう。そう

いうことってすごく多いと思うのです。多分、子どもは

こうあるべきとか、こうならし、し、なみたいな大人のイメ

ージで、 I退かれと思った'~らぬ ~0ilii介みたいなのはした
くない。 1，分山口付て i並ぶというのも、込;かれなくても
ここでそういつことになるのがいちばんいいね、という、

何となくそういう仲間のIi日の気持がありました c

くさっぱら公自立が絞初できた時lこ、多くの人が Iなん

だ、普通の公同じく，ないj と思ったんです。

t国ノJ、板を立てました(図4)。掲示板も、普通、街の中
で無許可でイiiIかが貼れる場所つてないのです。自治会な

り行政なりの尚子が主主る。これは、私たちの企出番にも

ともとあったんだけれど、仰となく認められちゃいまし

た。今のところノレーノレを明らかにしなくても、そんなに

ひどいことになっていません。

道具小屋もっくりました。できた時には、やっぱり近

所の人は、 「あそこはタZ角になるじゃないの」と言いま

した。でも、それにあまりきちんと対応しませんでした。

確かに、この設でタハコを吸っ亡いる中学今生もいたし、

エ日本を読んでいた Fもいました。 だけど、それぐらい

いいんじゃないのって、かえって応援するぷ持ちを私た

ちは持ちました。ただ、あまり股いがらがひどい時に、

「吸いすぎに注意:しょうね、鈴木君Jという予選きのポ

スターを貼ったのです c 鈴木君だったかどうだったかわ

からないんですけれど、名指しされたのが効し、たのか、

少しましになりました。

草が'1:えなかったんです。ダスト締装はもちろんしな
かった。初めに公闘諜はクローパ の納をまきました〈

でも、クロ ハーって踏みつけにすごく弱くて、踏みつ

けた所はほとんど全滅、本の問りだけ伐りました。

くさっI!ら公自ilは、緑年程[f刊の締まさがあります【初
めは、やはり背)jIjの在来級がいいなとJUったのです。附

図3 公属予定地で聞かれたお祭り由様子 7 
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図 4 公陣内の掲示板

ドイツではギE:1t憾の雑草の検与を売っているらしいのです
が、日本では売ってなくて、結向、牧 /;!.O)柿を口いにiJ

ゥたのですれ牧印なら稲科だから撚みつけに強いだろう

ということでまいてみましたのただまいただけだメ、や

っぱり踏みつけられる 191は駄目なので、出1，、をしていま

す。矧いを勝子にして、 「ちょっと待ってね?という i訂

版を立とて申告'1やしました。でも、市がなかなか'1え
なかったとし、うことは、とても j込かったと jι っているの

です{いろんな人がかかわっている

ので1が、みんなが楠物のことに詳しかったり、吐き物
が好きだったりしたわけじゃないんです。だからi器開業

行がここまでをやってくれちゃゥていたとしたら、こう

いう作業を過して、 iえっ、総 X1'Cって令然性えないんだ 1

とか lえっ、ク口一ハ←ってこんなに弱いの;とか牧市

をまいたけど牧草以外のものも二うやって生えてくるん

だみたいなことを、実感とじて学べたというか、阜のこ

とをいとしいなとJιえる己主うになった由です。なかなか
うまくいかないというのも、 f合てたものじゃないなと思
っています。

みんな草つばらにしたいと思って、いろんなこ止を進

めてきました沖ミ、 i司じ仲間lの'1'でも、市の ljj'み、ノf
ンがi主うので"'9-()ある人はクノレブンまで生えているの

なんかは、すごく高く '1えるとかくれんぼがで
思って、そういうのが好きなんです η だから、いj

で集まっていたと思っていた人たちも、日体的なも

が 110)ilinこ乳れてくる任、たは也、しずつ泊、はが)l下うん
だということが比え亡くるのし昔。 総論では、 fともは
ノじ討で、こういう所で准ぶのがL、L、と、大J止の人が'j，iJ 

，;うのごす、ノ~rf りもしたほうがいい、穴も Vn， ったほう

霞 5 子どもたちがつくった家

がし、し、と l6.，t.)んにけれども、実際に i-I]なになったiJt泌物
が1話11110) ，iiJに I!IWみにされるとか、 'J、(IJなL、r!も fこ
ちがここにたむろしているとか、ミニて蚊刀、発刊してい

るとか、本、J.iに全部のことを吾み込んで、それでも二れ

がし、いとパうかどうかは、やっぱりいろいろなんで寸

I1九象議論じゃなくて、 n体的なもので者えていけるとい
う、すごくいい 7ャンスを与えてくれたとlJ:，うので d

十I'{え込みにもいっぱい析が'1えています これそどう
思うから、 T元 JJ別で1 本がかわいそうだとか、取り
たし¥Jうしても需?がAさなし、 C1l!う人も L、る し、ん
L 、ろな J5えんがj七むし亡し、る 0)が、ここの公i封じゃなし、
かな思うの亡す。止は、これを 1&かむ:いのがくさっぱら
公 i~tJの h 針ではないんで守 抜いてもいい、抜いた人が

紛ったりもするのは、 J也峨の公!~i:1 で、読でも IH 人りでき
て、とんな行えんの人も11'什ιない場所であるからこモ、
逆に計えばくさっぱらブァ νスJ."みたいなものがここに

あっちゃ嫌だなと思ってるといヴことなので 4-， 
それでも、あうんの呼吸じゃない/νですが、みんなが

仰となく満足1る、決める時間といラのがくるのです。
それが、な均、なかおかしし、なと}!ll，l、ま

私たちは、この公閣を 仏、的対していますill!l:2 LiJIが

j忠則ですが、よく忘れてサボったりもしまずひでも、そ

41ぐらいのし、L、却i減さでも{可とかこなせることがわかっ
てきましたう wめは I清討を引き;$.:けた方がいいよ J と
古う鈴木さんに}えっ、山Nf。うむも1'，-if除なんかまとも

にしないのに、 Mで公''''の清掃っ}とメンハーの }(ilが
思っていました。 I試しにやってみますか|と伝子力公l判

管理の人の舵家で|じゃあJと2カ月ぐらいのつもりで
したが、もう 311やっています。私たちの U:もが受け
持tいでくれるかとうかは加ですが、ま J陥品liくとJιいます，

l止初 0) 認し{;-いて、ベンチは務!日lhi~\; がいいと従来しゴ

した。 務部jした )jが楽しめるし 1 お祭りをした時など、

その時々の場所;こ務部jできれliいいと思ったら{公隔に
は務動するものは波けなドんですj と言うのですりベン

チは脚の 3倍ぐらい深く耳目っています。ところが、だん
だんに私たちは、動くものをどんどん作っていますの

今のくさっぱら公園に来てもらえば、色々なものがゴ

ロゴ口していますーが、引jめの頃はドキドキだったのです?

動くものは駄ド!と日われていたし、もしかして、これで

L山是」、つけ主』ヒぬ人がいるから、そういうことを"うの

かなとJ2ょったりし九ゃう。そして注中でlY.?iしたので昔け

私たちが r~:.fI-Uおになすてはいけない、行政0)11¥先機関で
はなし、r::.~， -')たので '9"tこけ片主Li}(しては、 1うしと
もこの公i軒高 Jりたい正いう丸内が 2サ妙、ありま設、日分
たらで企凶iiIJを11¥しし")くってし、る山と，).j;， 1-') ，.から、

もしが欣があったらポンャるなという試作ごした でも

「何かちょっと i泣いてみないJとパ勺て椛いてみたら大



丈夫だった。口凶プだって、和Jめは本からぶらさがって

いたら、プレーパークと違って常に人がし、ませんから、

私たちは好きだからほかの公附よりも人11は多いのです
が、でもいない刊にMか起こるかもと"われたら、それ
はわからない。だからロープ[本で、 iリJ11 rどもか凶を
つっていたらどうしようなどと思いましたわ

いろいろなことがでL、しずつやれるよつになってきたん

ですが、炎のボウポウ 11-¥るたき火はできないの他のこと

は治せても火については，l'jせないと思つまわりの人もい

るんじゃないかというので、七輪どまりにしています。

七輪で炭火与をおこしてイ吋かするというのは結仰やってい

ますが、たき火はやっていません l でも、そのうちやれ

るようなI出1占にしたいなと思いま-"。
~際に、たき火をしてよ住んだ跡を見つけま「 ますい

なと思いました{特にず止すぱがたくさんあるので。だけ

ど、それもおjめ心配したわりに、/f;ち拡というのは思う

ほど燃えないとわかりました。でも、こういうのを見る

と、思わず「近所の人が児っけないうちに泌さなきゃあJ
と思うのです。 ωl拠隠滅を私がしてどうすると思うので

すが。そういうことから考えると、仰が怖くて火はダメ

とおっているかというと、大火事になることが怖いので

はなくて、そういうことでこの公i裂がつぶされちゃうこ

とを恐れている。ここで大火事にな勺ても、まわりに額

焼する恐れはないような気がしているのです。

泌を大人が似りました。不思議なんですが、こういう

水たまりがあると、みんなやIかを投げ込みたくなるよう

です。オタマンャクシとかもいるのに、そうなるのです。

だから、このくさっぱら公i謝iこ地ができるかどうかとい
うのは、技術的な問題ではなくて、どうしたら社会的な

問題を解決できるかということにかかっているな、とい

うことをこの叫に思いました。 だから、 illi の~;は総てて

はいないのですが、まだかなっていません。

初めは、やっぱり今の子どもたちって遊べないのかな

と思ったこともあります。プレーパークみたいに、市 11寺、

人をつけるということはできないのですが、例えば子ど

もが自由に遊べる日というのを引って、その時にプレー

リーダ みたいな人として私たちがいてやろうかという

案もあったのです。でも、 Mとなくそれに対して、みん
なあんまりスッキりしないものがあるというか、積極的

になれないような気分だったのです。なぜかというと、

盤に行くのと同じ感覚で、自然i並び換をやるつもりにな
っている火人がすごく多い。ここに子どもを突っ込んで

おけば、元気司1の子どもになるんじゃないかみたいな、

塾と同じ発怨、英才教育みたいな発怨で fどもをくさっ

ぱら公園に行かせる。 i;ょたちがfJに 1I日jそういうの長ゃ
ったとしたら、そういう感じの子どもがドッと米そうな

U1Itな感じがしたのです。私たち自身は、子どもがいたり

いなかったりするわけですが、そういうふうに子どもと

かかわるのが、さっきの余計なお世話じゃないけれども、

どうもスッキリしないのです。それで、子どもと遊ぼう

というのはやめようというふうに思ったのです。

その代わりに、和jか素材があればL市、のかなと思って、

初めは紛い木の校、大jJljになった頃にいろいろ置き始め

たのです。 rやろう、やろう Jと古って誘ったんじゃな
くて、大人が lつ作って府分たちで遊んだのです。それ

が多分きっかけになったと思うのですが、勝手に子ども

たちが家のようなものを作り始めたのです。新聞紙をガ

ムテ プでJ!1iつであるだけ、プーフーウーの家みたいな、

脱が吹けば飛んでしまうようなのもあります。葉っぱで

埋めて、あったかそうな家もあります(悶 5)。子どもた

ち臼身が解体しちゃうのもあるし、別のグループが壊し

たりもする。子どもとしては「折角つくったのにj とい

う気持を味わう、それもいいんじゃないかなと思います。

この公訟はまわりに家があって、そんなに11;くない。

@6  月 1路潟〈行政の怒さ当者との連絡会議
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図 7伐採木在使っていろいろなものをつくる子どもたち 9 
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か告訴し合い、コミュニウーンョン喪主4けていくという

ことで、っくり j出けていくべースができるのです(図 6)， 

ここの公l剖に関しての tliNfが可然ありますに今の II[の
中では、それが所長のiijrlこ立合jとしていきますのその時

に所長さんは!こういうことなんですよ|と q，しひらき
jJパでき illH、し、とおっしゃるの rすハだか、ら、やはりモ
ういう会議告していくことは必安だなと怒っています。

公闘というのは、すぐそばに11んでいる人にとっては
迷浪路投だと思うのです， 11Mかにこの公闘でも、ここで
こういうことがいろいろ似こっていて、ブ勺レーパ クみ

たいに人が全扶し、ないわけでヰから、 liijとか1'lW(，こ叫んで

いればノ、ラハうのしどおしなんで守、どうしようと思っ

た時に、 1j ~えを経 111 して品悦とかイ吋とかがし、くというの
が、今の l止のIj_lのイiり}Jなんですが、十、、!iは汚人向上や
討がついた人、ゃった人という汚'Jf. ~K' の IIU で解決してい

たはずです それ長他人に|駄を政け亡お任せしてしま

っているというのが、打、たちの公開をつオらなくしてい

るんだなというのが、やっていてすごく l五 l~ されます U

何かが起こった時に、しょっちゅう行くのは大変です戸

大変ですけれど、 fl日]を嫌わずやるや1'1出がいる。それを
まわりの人だけに押しつけない止いうことですのまわり

の人は見てしまうから、かかわ山ざるを得ないでし kう。

かかわらざるを得なくて涯うつになってしまうその人を、

支えるや1'1出がいないと、日出 Fなことをしてもし斗、よとい
う宅聞は臨保できないように、この都ilJの結集j由fi;とい
うのはなっているなというのがよくわかります"

上が非常に!1l¥くて、アパートなんかを壊した時的ガラ

の土のようで、ィ光政びがしたくても、 l固いしは合がJ崖い。

そこで、 i由ドを似った所からこlをもらってきましたυ

ll'iぐそばの jJ，J，jJ IJIII!lで伐採した木を積極的にもんって
し、ますてそして、こ 1'1で遊んてし、ます(n主J7 )九こうし、う
ものがあると!孔liがすごくやさしくなる。私たらが百の
言殺を j)1やして、ここはこういう均出だよ、こうしてい

いんだよと訂うよりも、その場所が)Jを持つというか

「もしかして、ニヨいうことをやっていいのかな j と

う気分の場所になるのが、日、のim赴1だと旦lっています。
道具は白う正でj'.'i-ち寄るようにしようと思叶ています。

人からf赴任たものでi出版を切ったりと、本当にずさんに
。そんなことをするのはとても蛾な気分がする。 自

分でよ註Hを持ってみれば、辺久の大切さがわかるから
;なるべく 1'1分で持ってこようね I日"ってい J-，1-， 

押らち~~長公 Wl などでは J持てているてしょう 3 対Hiノk 公
附などでも、たぶんそうだと官、うのてすけれども、 1T泌
はビニール袋に拾亡ているのです それはすごく Mせな
いとずっと忠っていたので、この公闘では、 k111 1¥ 1与の

図8 他の公園から運び込まれる落ち葉

関 9 r公磁整備jのお知らせ

ものもi主にもらっています(援)B )。袋長約んだ公1'，1却の
1If.に 1~ 亡るのをやめて、くさっぱら公掠i に作ってきても

らったのです。 1ーが:11.川、といったこともあるのご寸けれ

ども、どんどん人れてし、ま寸。これも、こうなっしし、た

ら菜っぱが散るのではなレかとか、火'J>になωのてはな
いかという心配もあったので、少しずつやってみたので

すけれども、しけているから、よ丈夫そうな感じです{

ワ クデ というのをやることにしました この公阪

は、 fiり続けていくという楽しいiDiもありますが、中の
子人れをしたり、いろいろなことで子がかかるのですの

だから、その子人れをしようということです(図 9)。イり

をするかは自分たちで者えるので昔けれども、大人、 f

どもというのはあまり分け附てなくやっています υ

;@びってやiなのかな、と思うのですの役に立つことと

いうのはとても楽しいから、大人は、きっとそれで遊ん

でいるのではないかと}，どいます η

壊されたものを役所が取り斡えていたのでは、全然ゃ

ないと思うので昔 3 二こでは、割、たちが出しといますけ

をljlしたりするのは、誌がやっでいるかわからない

が、 rたしてやいことではないと忠うので、そのi哀
もへの、メッセ--"/のつもりで直して

らは壊してしまったけれども、

てillIしている人もいるんだよ lというのを、 il.Hさ
アは、イ日jも文字は書いてないけれども、官'!(需で話つ

る、と私は尼lっています¥ これを壊した子が見たら

っ、 l庇ってる l と必ず思う。そういうコミュニケ -:yョ

/というのは L、いかもしれなし、と思って L、ます。

やJI止も"ってい。ことの繰り返しですが、ごく ';lli-地的

公泌がお却したような状態であることにWIして
ろな r){:: )j jJ IJのJ5え)Jがあって、それこそ縦波
ともたくさんあるのですけれども、そごういうものと

わらざるを仰ないというのが自分たちのj白域なのだ、と

いうふうに受け止めているというのが別状です。 だから、

例えば、くさっぱら公園はどうしたらできるのか、とい

うことではなくて、やはり、それと付き合う丸持がある

かどうかですよね}いろいろな身え )jが11¥てくることに
結論を1.1¥すのではなくて、 1Jき合っていけるノhというこ
とではない均、な、というふうにιLっていますυ
仁l立、放っておけばいろいろ生えてきて、いろいろ変

わったりしますよね。それをだんだんコー子インタして

いく方向に、慌のq'jがねったと思うのですり」をダスト
舗装にして{iiJも磁やほこりがIJ11ないようにしただけ rは
なく、人間関係もコーティングしてしまっていた 1止の中、

その工と人聞の向車のコーテインタをはがしてしまおう

というのが、この公附なのではないかと思うのです。

たから、子どもの遊び広々ということよりも、大人が

そういうことをやり始めることを、子どもも排除しない

で 絡にやっているという感じでしょうか。 円減も込め

て、 凡子どもの問題だと思うような一副ったな lとい
う問題は、大人の反映だなという気がするので、やはり

私たちのやり )jはこうではないかな、と思っています。
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@緩附{都市計隠同人) 特定多数の弔問というもの
にはihli.で寸、付近多数の人たちが、あるl'!U正t主任を持って

?ヤ!l¥Jにかかわっていくと、 I1然に、 M除なり、けが是しない

ようにする防諜策とか長与えてくると }~t うので 4

。下中 2つだけ、 11111'1いエピノ ドをぷしま， つ

は、おイ!-，-'/'1りとか、I'ldi0のいろいろなhもいιした口氏の
説明会のときに、 3つくらい京があったのですが、打、f、九的

企]!!!Iit}がほぼ過りかけたとき、 「ゲ トポ ノレもしたいんだ

けれども、これじゃ、できないねjと"ったお斗従りがし、た

のです。そうしたら、そのときに、大 IIIIX公凶，;~の係長がお

}7:ちになって、 |大1111五には500の公i叫があります 50りある
公剥が、みんないjじような公測になってしまったのですc そ

ろそろ僕たちは、波う公以がやりたし、んで寸」とおっしゃっ

たのです。刻、は、鮫きました。 行政が意思を持たないという

なればl'l、と思っています。挫のものでもない、みんなの公

閣というのは、つまらない公闘だと思っていますの

0天皇予 説のものにもならない公開というのは公i却では
ない、というのは、本当にそう思うし、とにかく使い手がそ

この場泊jにおいて主役になれることこそが重要であって、そ

のことで初めて日分のものにしていくことができるわけですの

そういう人が増えてくれば増えてくるほど、そのことに対し

て、愛情だとか、自分たちが守っていくのだ、という立識が

高まっていくわけで、それは、自治していくことの根本です 3

そういう点では、-r.:< J5'え)jは同じです〈
ただ、プレ リーダーを刷、ないとi{険滋ひ惣伝ならない

か、それは、ひぷっとしたらプレ パ クにはりL縦のように
付いているのではないか、ということがト小さんから出たc

その!llは、もうでレし品しく紅、の'1'でも検証したいな、と皆、っ

ています。プレ パ クの段史的な純綿をはていくと、プレ

ーリーダーのような占をきちんと市高iさせることでないと、

あの活動を軌道に乗せられなかった、という事実は lつある

と思うのですりとにかく前例がなかったというのが故大の部

分で、あの公i叫を失敗させると玖が絞かない、というのがあ

ったわけです。とにかく住民参加で公附づくりをするなどと

いうことは例がなかったわけで、しかも、それまでのiLLISと
行政とのかかわりといつのは、むしろィ、伝協のかかわりだっ

たわけで廿"lLKたちの活動は Lì~!引がinけるのだという!実践

例としては、かなり山岳だったのだろうと也うのです。それ

がとりあえず軌迫に取っていて、そのことで行政がやれるこ

との総i唱が11;がってきたというのは、やはりすごく重要だっ
たのだろうと思っています。

11 
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それは、 >IilISは総極的だったけれども、いまのト'1'さんの
IIS'，¥'，¥刀、ら寸ると、ちょっと約制約なわけですじ

ただ、起こることを受けていくという状おだけ Cはなくて、

私たちは子どもたちに、あるHliで、いろいろな沌びというか
!J( 1mや111.1十ける {-i LIよ、 H，)(i! ，~ J ヲ仁IJ、j也J，&:U)，;'1 '?i: 111.-;'. 
討にi!1iえていく lJJHiiもIH亡くるげむしろ、そういうよ yな

摩擦を必こすようなこと安やって、それでJlllJ先とのえjふをし

亡いくテ--，を突き付けていく、 ξいつやりんもするわけで

す。 fc'もの遊び場というのは仰なのかとか、 fどもが遊ぶ
ということは 体どういうことだろっかとか、そこに大人が

かかわってL、。ことだとか、 fどもを有亡る1泣j克というσ)は

一体何なのだということを、引きずり出してきたテ…マの'1'
で戦わせていくと n だから、主1)介、攻め Tで手。いつも攻め
ていくとし、うようなところはある。プレ リ ダ は、その

成めFをする iでは、ここ ζ，i -)と、 JI"，l;¥'に的白jのファン')
テーターであるのかもしれない。

0下中 住民だけでやっていると、限界は確かにあるわ
けです。この公民iが3j告か'l1奇広かったら、 Tにおえなかっ
たかもしれないとか、いろいろな条判ーがあると思うのです。

オリジナノレの世[lI谷の羽松本のプレーパークのプレ…リーダ

ーというのは、そういう絞鮮があって、切実に形成されてい

ったと思うのです。けれども、目、たち後発だとすると、これ

からやりたし、と旦Lっている人の中では、もうそれがすでに制

度として作JIlしている i部分が、l'T~-1 あるような幻がしたので

す。 だから、プレーリーダーがいなければできないのではな

くて、主主なプレーリーダーが米たら織だ、と11、は思ったので
昔{

五日fさんなり、プレーリーダー一八、 1I、むというのは、 ;hlj
j主としてのプレ ワ ダではなく、やはり側人だとlUうの
です。だから、私たちが地域に白んてムいるのと同じに、天野

さんはたまたま地域にJjんでいなかったけれども、[lflll谷プ

レ パ クの地域の住人になるために、プレーリーダーとい

う牧設を占めているという、そういう感じかなとJEっといま
す。

くさっぱら公閣でさえも、 |こういう条刊がなければ、て

きないわ」と吊ってしまう人がいます。 ほかの地域で作りた

い人なんて山のようにいるのだけれども、ごうでなければで

きない、というふうに、わりとι;，てしまうので仁3 そうで
はなくて、内分の持ち干しをはて、これだけのj主計〉札でやれる

ことを弔えたほうがし、いと思いま寸(

@吉J11 (紡災都市計極研究所) お2人的前を1mい
て、太初dJでのれまL、!Jlして大，)トな、人i:liづき什う、 t~}j肝

とl'せき合うことを尖!岳しました ブレ パークや、く t》つば

ら公i輔が、周辺のjJjや人にHかにじみ11-¥している上うなこと
がなしミ亡しょうか

0天野プレハク手やってし、亡、 iI-!汁(l)i¥H→ CI川

111にj!J1J;i l.いうあの立て者似は、 !っの')i古記者ーさ }かけに

して、';，てたわけ主ず。めれを¥'r:てた吋何jといヲのは、やはり

もの tごく戦々続々としていたのですハ的1111l'ii [: というも

のづ明快にしよう、という助きがれ会心I'jI 1:.'湘/止になってい

ゐときに、あえて危ないと目、われ心ような遊具等も合めて!没

ifiをとして、それで、なおかつ自分の点任でというふうに!:'，!っ
こFが、止ういうような反札、を-?Y:20)1:11に呼んでいくのか、
全、 γ也lできなかったのでれ

)'i時、.1，1立市町長やっていたのですけれども、i'r亡てから

3年間ぐらいは、 JIi)りとの緊迫した関係というの安、 JVLで感

じていました。

平J、が、本当に出Ijl、てきたな、というのを実感として感じる
ようになってきたのは、 7:1.1--ぐらい絞ヲてきてかムでした。

それまでは、けがをした fどもをヲ引てして泳者にJillけると
か、家にえg絡をしても、 そんなことは、管即しているあな
たたちがやって明たり前jみたいに、訂作をIIUわない Eでも、

思われていた仰があったのだけれども、そのころから、向こ

う秘から|ありがとうございました|というような、そっい

う!i長党が11.¥てき11¥したのです。それで、ちょっと動い亡きた
かな、というのが感じられてきて、そのうちに、 ~Fi_j'析を持

ぺてきてくれる人がし、っぱい出てきた。ノi'!J:、ほとんどそう

いっ伏況になづてい亡、フレリじークが 11111JJ~ したころとはゴ:

U誌の述いです。それが、さっきの事務所長の、;長い公iキj生活
のrjlで|うちの子の夜任で昔 lなどというふうに汽われたの

は初めてだ、と知らせに米亡くれた、ということなのですり

自分たちの;Hらしは自分たちのTによって築いていくとい
うような発恕、さっき言った rr:l分の災住で1'1山にilまぶj と

いうのは吋たり前のことなのだけれども、その当たり仰のこ

とが吋たり前になっていないということのrj:lにこそ、 lJ;!代の

I11JII国というか、 ものすごく深し、I1iiJJHがあると思うのてマすの

よ体 1'[叶のi'i'1J:で白山iこi蛙よ、 l と掲げたやつを、 Fども
に '[懸命誌みIJlJかせている籾がいるのです汁紅、土ちは、あ

れは説 1で戸礼、ていて、振り仮名は全燃1)"-，ていないわけで

"な刊力、というと、遊んでいてけがをし亡七、子ともは前

A木下委員と町問委員が描きあげたファシリテーションポ ド



も立任をIllJわないので寸。 IJ分が栄しく遊んでいてけがをし
たら、 fどもは、 11分が lしまった|と思うわけです，それ
をF訂正を11lJうて、問題にしてきて、 fどものIj宮崎を:!tくして
きたのは、'';;¥'に太人だったわけですのだから、あれはよ人に

対して'iJ.l;~、た )(1i'î:です fどもは読まなくてもいいわけです〈

子どもにそんなことをま11らせる必塑はない iどもは、とに

かく i控び切れれば、[，分の '1' で点j[与を II~ る MJ、というのは、

確実に与に1'1けていくわけです その辺のところ安よ人に対

してやっているのだという安勢を、(1-たちはかなり明確に作

っているわけです。そういう点では、大人の限界にJfUJきが日;

てきたということは、一j亡とーものt!tINIこも!fijJきがI1じてくるか
もしれないというのを、片方では感じるわけです。

もう]つは、うあそこの遊び場の中でやられている、 1fな
がらのベイコマにしても凶子にしても釘刺しにしても、紋初j

にプレーノぐークでやっていたころは、 fどもたちは総もま自ら

なかった。でも、守はみんなやれるのです。来た子どもたち

が、お11いの盗を1oUいながら仏、ぷし合えるような状j)[とい
うのがtlJてきている。

子どもの中で遊びの選択肢みたいなものが品、がって、それ

がわりと当た IJliiiになってきた。診しいことではなくなって

きた。それは社会全体から見れば珍しい話なのだけれども、

プレーパークにi副える Fどもの風封としては全然珍しいもの
ではなくなってきたということが、ひょっとしたら、いちば

ん大きな変化なのかもしれません。

FどものjIjlびがおかしくなったという桁協がされてきてい
るのは、昭和30frの蛸ぐらいなのですn プレーパ クが斗ま
れたのが、同H日55判ですね。 1民地してしまった政林を再生

するには100:11かかるとし内、ますから、 2011以}かけてぶつ

壊してきた Jどもの遊びの文化というのを江て叫すには、ど
んなに少なく見絞っても同じ時間はかかるだろう、というふ

うに思って私はやっているのです。それをもっとj，¥1締しよう
とするのであれば、強引に大人たちが['[分たらの子ノじに fど

もを引き寄せなければいけなくて、逆に、これ自体が本列に

滋びといえるだろうか、という辺りに疑!lnが伐ったりもする
わけです。

大人たちは何も FどものJY¥"びの立化に fをlしていない、
ということは"うけれども、大人の剖会の変化そのものが「

どもの遊びの主化を令部奪ってきているわけだから、切らか

に大人は Fどもの遊びのお会に介入してきているわけです
その点では、大人がfどもの側に子を加えるというか、 Fを
かけて、子どもの I'OMから大人の側に lこれ以上I[分たちを

いじくるな。やりたいようにやらせてほしL、|と(ある¥Mで
はよ人が防波iEになってiIどめておかないと、太人山社会的
荒波をこれ以 iまともに fどもにかぶらせておいてし、し、もの
だろうかというのが、村、たち0)(、九ばんノピきな昨日分なのでせ

欣っておくと、かぶらせる*h*になりかねない たぶん、プ
レーノξークのおかあちゃんたちとかね、たちがどんなに"勺た

ってLIまらないくらいに、よき ti.i~Lれの lいで到品、ている だ

から、私たちは、 jtlひJj，jを維持する，l-いうことだけをやって

し吋1はし沌¥とは全炉、，ILRってL、なし、ので'，t0 
むしろ遊び幼をあそこの中T'，j'ろうとすればするほど、場

として協定してし、かざるをねない部分がある。 1控びをやりた

いならプレーパ クに行活なさい、ということがI.Bてきてし
まうと、これは本末転倒になってしまう。遊びそのものは、

生活の中にあってしヰ、わけです。遊びそのものを子どもたち

の住活に返していこうとい 7ような動さのためには、むしろ
場をi出足して巧えてはならないわけです。
私たちは、そこを表現のぬとしてとらえていて、その表現

の場をどういう形でメッセージしようとしているのかという

のは、あらゆる機会に、あらゆる場1mの中で、むしろ続会の
ιl'にねって出るというか、大人たちと、いろいろな場面ITデ

ィス力ッションしていくことです。これは子どもにはできな

いことですから。

0下中 天野さんたちのやっていることと、くさっぱら
公i':tlのことというのは、正、はI!IJじだと思うのです。/こだ、ス
タンスが)'，'!ずれている お!Fl、に同じことを達成するため

に、迷うえタ/スでやることが長慢なのではないかと思うの

で寸〉 λ貯さんは、 fどもにできないことをやるのだ、とい
う刈持がすごくお強いですよねハ確かに私も、それは必裂だ

占思うのです。ただ、いま私がくさっぱら公陣iでやろうとし
た状況では、それを私自身がやれなかった。 1ヨ分自身の怠子

もそこに悦じっていることだとか、 l当分がほかの行事を作っ

ていることだとか、いろいろなことでそういう人材がいなか

ったわけで寸。 けれども、裂するに、それでもやれる方法と

いうものをやJとか~'えてきている、ということだと J也うので

すべそれで縦み11-¥したJJil、というのは、 子どもができないこ
とを大人がやってあげるのではなくて、大人制身が変わろう

ということです。

07'.野 プレーパークにかかわってL、るおかあちゃんた
ちは、みんな下中さんたちといlじわけです。みんな仕事を持

13 
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っていたりとか、 'Uifiを持ってい7こりしてかかわっている

目、lまれ給でや勺ているから、吋然そういうことを辿動としと

やることを、i'I分の ~ì'&:r:のq.lにきちんとi配いているわけと1
だけど、プレ パークがプレ リーダーの自給化、自般化と

いうものをIIHlしたのは、あるIlllでは11分のj出i民主だけでIlと

めておいてはならないという、どちらかというと必動性とい

ったほうがL 、いのかもしれないけれども、その iHijJ~1 に強烈

なむり、を持たせようとしたところがあるのだとtUうのです。

⑨木下 メンバーについて、 l人る、 Hlるという立動が
あるJιlうのとすが、どのよ)に1-11，i:;し亡い主オか 1!;いう
'i'f!lUがありますと例えば先ほどの鈴よさんで省けれども、 1J 
政担当のj'flrVJもありますが、そういう人の変動にー凡、ては、

いかがですか。

。下中 大IJJ隠のjヰj合は?主役とY;;lIHがすごくはっきりけ

かれています。従来は、 illr~')主してしまった人は竹内にはかか
わらないので、それは本吋によくないこ止だと，!.!Jt、ます/鈴

木さんは、怖かあると相談に4tってもらえるねfとし亡、波
及にずっといました。けれども、今川県勤しました(竹内所

長も、 3代ぐらしイにわりました【 32よさんが{1I15"ちをし亡く
れたのだと思うのですけれども、わりとスムースに !n~ ;lIH所長

とは受け継いで吉ました。 はっきり"って、 jlli託会議という

のは行政の中では付 l~l:
1'1けられてし、ないと思

し、ます円手ぜだかわから

ないけれども、今度阿r

j主になっ7こら、こ/νな
ところに行かなけオl{ま

し、けι大正し¥とし、う，PiU立

で米ているのだとι川、
ます。そういう関係が

いいとは忠、っていませ

んn いいとは思ってい

ないけれども、それを

急に変えることは、さ

っきの子どもの遊びが

すぐには反らないのと

一緒で、なかなか?はH
があると111っています。

だから、それは懸案引

項で続いていくとNd，い
ます。

軍曹r
盟みとしては、フィフティ・ブィフティになりたいと思う

のです。ベッタリ行政のトに人るとか、行政からお'¥I;;をもら

ってしまうとかし、うことも、あまりしたくなL、と思っている

のですっもし私たちカ吋j政からお金をもらってやっていたら、

たぶん月間の人から、 |あいつらは、お金をもらっ亡いるか

らやっているんだJと、行政に対するのといiじ態j正CI1¥てく
るのではないかと問、うのですの

お金のことだけではないのですけれども、もらうお合の的総

と額というものをすごく III心深く若えて、行政とはIJきイャい

たいなと思っているのです J

メンバーは、正直にだうと、そんなに爆発的に楠えません

集聞を作ることのほうにエ才、ノレギーがかかってしまうと駄11

だな、と，思い始めた。故近は、Ji!，n単に1¥1ゃそうと!ιっていな
い状加です。それでやっていけるベースでやっている、とい

うことです。

0天野 もつ 111数JIだから、随分変わっとし、ますけれど
も、合、しすっ1"1(jわっている人たちのll~ で Ü;J{-';し介、亡、ノi()) 

ところはうまくいっているしでも、 Jk本的には、たド/しiいも

とないと，~J う れ以I，'J1の仏、iEのしfTし、というのは、みんな
やりたくてやっているわけだけれども、それまでrっと長く
やってきたり、 '1'心 lこなっていたりした人たιがコノッI仏
けるなどということがある止、 ~Uこ中j件ーイ七するかな 1: し、フ

不安IJ、やはりIAえない i剖よしでやコてし、るわけではないと
いうか、戦:%:Jこしているわけではないから、そうし、う i泌が

ないとli，lえないわけて 4しだから、モのillωtころは、プ
レー')…グーがやH、ときにはjjj(たちが/レ←')ーダーを支
える、 ;!t! に 11)(た九のパリーが~FJし、ときには、ノ。レ リーダ

がきちんとそれを後1'1'しごきるというような関係を、 .1.'11く
当日、てし、きたし、とし、うのは iザつありますn

もう iつは、それそ'，1のプレーパークの中で、いま 3者で

ネッ 1，r} ク荷引って、 111111"(;プレーパーク辿絡協議会とい

うのをれっているのですけれども、どこかのプレーパークで

弱い部分というのがHlてきたときに、ほかのプレーノミークの
メンバ たちが主えに人れるようにしているのです。この関

係が、い広如、j'ilUまiがってきている。

やはり主主メ いうのはあり主すから、その泌が来たときに、

その組織を支えてしベ部分がここの本体しかないと、 JFち構
えられむいとさがあるかもしれないというのは、すごく思い

ます c そういう事態

を常に組定して、パ

ックアッ 70tJ~HIJ とし、

うのをどういうふう

に作っていくか、と

いうところをやって

し、ます。

。下中村、fこち

l立、羽くなったとき

は、弱くなった状態

でやれるやり方をし

ている、という感じ

でしょうか。 j泣正~\S1i出

というのを応確保

しておく仁いつもハ

イノマワーというのは、

絶対割問!なわけです。

だから、 U~J くなっプこ

ときは縦型Hをしない
で、おM除だけして、

こついうのもちょっとお休みするハでも、そのフちにパワ

とL、うのはlυHUするでしょう〈そうしたら、やる

0天皇予 それは、たぶんまだk波が来ていないのですい。'1I)'i~ん r とし、うことではなくて、 1!} 却し土:止さには、イ u己

たちが時り i力、っていたがゆえに提I¥}Jで止められていた川り
の)11が、 えに .1iiJ)jれ込んでくるということがあ。 そう寸
ると、 ~j~jl、ところにそtLlJく来てしまうとf北iJii丞ぜなくなって

しまって、そのぬが封U!i'できなくなっていくということに、

つながりかねないときがあるということなので仁

0下中 あるかもしれませんね。ただ、そうし、うことは
j邦生しないと、きっと rWJJ別fこし、わからなし、から、くさ
っぱらの場介は、あまり転ばぬ先の杖はjJたないん針です門



+かわいそうなのは大人だったのかもしれない、

復にはめることを良しとしてきた

たぶん、ある斗齢以!の人は、公留のない所で育った

とι1，~、ます。私自身も、そうなのです。それでは、どこ
が遊び場だったかというと、周りの空きi也だったり、紅、

は北海道のJtlJJl1生まれなので、石狩JIIが遊び場で、そこ
で、何とサケではなくてメダカをすくって遊んでいたの

です。そんなことができた時代の子どもと、いまの子ど

もを比べると、やはり私は、いまの子どもがかわいそう

だという日で見てしまう。しかし、いまのお話を伺って

みてもわかるように、かわいそうだったのは火人だった

のではないかと思うのです。そういう何でも型にはまる

ような、キッチリした枠組みの中に収まるものを作るこ

とを良しとする空気を、日本全体は作ってしまった。今

日のお2人は、遊びをill!して、子どもの発述、あるいは

人i聞が居心地がいいということはどういうことなのか、

ということをお話してくださったのではないかと思いま

す。

.無機的な関係でデザインされてきた遊び場が

多かった

2つはに、遊び場のデザインということは基本的には

人づくりで、人と人とのWdをどうデザインするかとか、
人と場所との関係ということなのに、そういうものが、

あまりにも無機的な関係の中で作られすぎたのではない

かという気がします。私も 応建築を学んで、都市計磁

をやってきたのですけれども、 」体大学で学んできたこ

とは何だったのだろう、という意味で、教育のあり方も

合めて、もう llJ[考え直す必要があるのではなL、かとい

うふうに、お誌を作114、ながら思いました。

津
生
の
ま
と
め

+形式的な手続きでなく、絢の包のような組織、

人間の対応でデザインしていく

それから、やはり欧米でも同じだと思いますが、こう

いう遊びをやるにしても、組織、あるいは人と人との関

係というのが非常に大事なのです。でも、どうもけ本と

いうのは、今i日!の都市!専の関係にしても、形式的な子続
きで事を運んできたという問題がある。天野さんには、

自治の根本に触れるようなことを、今日おっしゃってい

ただけたのではないかと忍います。いままでは、あるべ

き目的があって、その子段はどうあるべきか、というこ

とでやってきたわけですけれども、そうではなくて、も

っと組!の自のような組織とか、人間との対応;というもの

が、行政のほうにも求められるし、 11民のほうにも、大
人の関係がflれるような卸1総を保てるような環境の中で、
場を作っていく、iJiを引っていく、|当分たちの3き右を
デザインしていくということが、今凶のお話のιl'にあっ
たのではないかと思います。

.自治の意味を考える

そういう意味で、私は、この遊び場づくりやプレ ザ

ーダーをill!して、今 度、基本的なところに立ち返って、

自治という蕊味を考えるべきではないかというふうに思

し、ましたの

機会がありましたら、また、皆さんからもいるいるご

体験をお話していただし、て、より素晴らしい関係づくり、

あるいはデザインということに対して、日本人がいちば

ん不得手とするような哲学を、焦らずに、大らかに作っ

ていかれるのではないかというふうに思っています。今

日は、どうもありがとうございました。
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;n9凶 u教ffフォーラムのお知らせ

アーマ

英国における住環境学習の現状と展望

住まい・まちづくり学校のア トイヒの試み

次@Jの住教fiフォ ラムは、アイリーン・アダムスきんをお迎えして、イギザスの住
まい・まちづくり学習についてお誌をうかがし、ます。

アイリーンさんは、 1970年代よりかの国の、子どものための楽しさあふれた住探境T

習を、学校教育の'1'で実践してこられましたの身近な環境を滋材にしつつ、環境が(，[む

fどもの感受性を触発するjJ;を生かし、子ども自身の似性的な制点やセンスを生かして

こられています。いわば、人間・環境の相互浸透関係のデザインワークのヘテランのお

話を、スライドを交えてわかりやすく訪っていただきます。

また、このテーマが現実の公教育においてどのように機能しているのか、そして、教

附、プランナ一、1'1治体がそれぞれどのような役割を果たしているのか等にも議論が及

ぶでしょう。<住まい・まちづくり学三好のアート化の試み>をお淡しみドさい。

自己

. Fl持 19 9 5年 9n26L1 (火 18:30~21:3U

・会場 せたがや女性センター「らぶらすj研修室(北沢タウンホーノレ内 11階〉

-討4 例 アイリーン アダムスさん(通訳がつきます)

-コ寸ザイ不ート熊本大手工学部教J受 住総ltIH1.rxi'f要員会岳民長
ノノ 東京'7:'.i~太学教n宇部教授 ノノ

委員

.7刊行ート 千葉大学閥芸宇部助手 ノノ
委員

ノy 筑波大学的総小学校教諭 ノノ
委員

-記録 跡見学閥女子大学短期大学部助教授 H 委員

*参加1は無料です。参加iご者豆J白方は、

ご所属、ご氏名、述絡先を明記して、

F記ll{凶 1ft教育フォーラムの係 j

まで之工::L之るで、おlp込下さい。
おirWJ 9月23 1'1、先清701';

お申し込みのない)Jは、お断りする
ことがあります。

ゐ

*地復i参!I(¥

佐藤安弘

JN事紀美子
木下 勇

均出万里子

加藤仁美

llii'J1法人住宅総合研光財IJ:I
1U03-34845381 FAX03…3484-5794 
l1l当間宮、小菅、平井 小田急肱京王弁白頭線下北沢駅南口より徒歩5分

EE歪喜三;:]君l~左右)主主護軍n室主互主=Eó?支;'1:乞主主主552

H・まちづくりフォーラムかわら版(仮題) 8 
1 9 9 5年8月25日発行(非売品)

発行人
発行所

事務局

大坪 11司
財団法人住宅総合研究財制
〒156 東京都世田谷区船橋4-298
1乱03-3484-5381 FAX03-3484-5794 
間宮昭郎。小菅寿美子，平井なか


	住・まちづくりフォーラム　かわら版（仮題）　ニューズレター第８号　１９９５年８月２５日

	第８回　住教育フォーラムの記録

	遊び場づくりの住まい・まちづくり学習　プレーパーク

	くさっぱら公園
	質疑応答　意見交換

	小澤生のまとめ 
	第９回　住教育フォーラムのお知らせ


